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本日の内容

問題と課題 一般質問の意義 具体的な取組み方



問題と課題の違い

「問題」は理想的な状態に向けて
障害となっていることを現状の中

から「発掘」するもの

「課題」はその問題を解決するた
めに実行するべきことを「設定」

するもの

「問題」と「課題」の区
別ができないと「課題」
がただの「問題」になっ
ていることに気づかず、
「課題」の設定を
飛ばしてしまう



問題と課題の違い





問題の発掘の仕方

問題とは現状とあるべき姿のギャップなの
で、あるべき姿（目標）をどう設定するか
によって問題の捉え方は変わってくる

問題のタイプ
・顕在型：ギャップがすでに露呈している問題
・潜在型：今はギャップがなくても、将来ギャップが発生するであろう問題

本質を突いた問題を発見するための方法
ステップ１：あるべき姿を的確に描く（文章化する・数値を使う等）
ステップ２：現状を正確に把握する
ステップ３：現状とあるべき姿のギャップを解明する
ステップ４：ギャップを深掘りする（なぜなぜ分析）

「なぜその問題が発生しているの
か」を繰り返し問うことで、問題の
要因を深く掘り下げ、本質的な原

因を見つける手法

現状を分析していく中で、あるべき姿そのも
のも見直していく場合もある



一般質問の意義（北上市の場合）
一般質問の根拠規定

■北上市議会会議規則
第61条（一般質問）

議員は、市の一般事務について、議長の許可を得て質問することができる。
２ 質問者は、議長の定めた期間内に、議長にその要旨を文章で通告しなけれ
ばならない。

所属の常任委員会が所管していない事も、議案として上がっていない
事も質問し、自由に意見を述べることができ、それについて当局の公式

見解を求めることができる

会派代表質問は、会議規則には規定が無い
「議会運営委員会における先例」平成17年1月26日に会派を代表して質問する「代表質問制」が導入

■議会運営委員会における先例
平成15年2月24日 一般質問の質問方式は、原則として一括質問・一括答弁方
式であるが、再質問の回数制限の撤廃に伴い、再質問以降の質問については一
問一答方式も認める。
■平成15年12月15日 一般質問において質問内容が重複した場合は、次の質問
議員はその質問を省略するのが原則である。



一般質問の意義

市民の「声」を市政に活かす機会（自分の考えを述べる機会）
①議会全員協議会や議案審議の際の質問
②予算・決算に対する質問
③直接、担当課等に赴いての質問
④請願の紹介議員
⑤一般質問

一般質問は、議員の問題意識から自発的に組み上げられるべきもの

一般質問は、自治体の政策・制度に対して、よりよき「制御」という議会本来の機能を担うための仕組み

この機能を充分に生かす為には、個人の一般質問を議会全体または委員会等で取り組める仕組みが必要

全国町村議長会編「議員必携」
一般質問は「政策に生きる議員にとって

最もはなやかで意義のある発言の場」



具体的な取り組み方
【残念な質問】

①確認するだけの質問
事前ヒアリングなどで聞ける内容の質問

②個別要求が過ぎる質問
特定の地域や団体などの欲望剥き出しの質問（個別事例を全体に拡張でき

ていない）→例外として１つしかない施設等についての質問は別
③隣の芝生は青い質問

他の自治体でうまくいっている事例のみを紹介し、自分の自治体ではどの
様にしたら取り入れられるかの提言が無い質問

④根拠の無い批判にとどまる質問
単なるクレームにしか過ぎない質問

⑤自身の信条に終始する質問
自分の考えを述べるだけのパフォーマンス質問

⑥前置きが終わらない質問
⑤に似ているが、肝心の質問までが長い質問



具体的な取り組み方
【もったいない質問】

①論点を入れ過ぎた質問
論点を入れ過ぎて何を言いたいのか分からない／再質問で追及しきれず、

次の論点に移ってしまう質問
②再質問を重ね筋が逸れた質問

議論の方向性を設定していない／当局側が意識的に逸らしてくる場合も

【何故そうなるか】
●問題意識を伝えているか

何が「問題」かそれについての「課題」は何か、そして「対応策」は何か
●他市事例をローカライズしているか

他市の事例を自分の街に取り入れるには、どこをどうすれば適格になるか

対策：論点を絞り込み問題意識を明確に／下調べをしっかり／質問の流れを制御する



具体的な取り組み方

【一般質問作成フロー】

問題の発掘

問題の分析

課題の設定

目標の設定

問題の深堀

課題の分析

解決策・対策

事例の研究

論点の抽出

ヒアリング

質問構成

原稿・通告書提言

論点整理シート

質問原稿・再質問
（素案）

通告書
（１項目１枚）

この部分は並行して進
め、必要に応じて戻る

質問の背景等



具体的な取り組み方【論点整理シート】



具体的な取り組み方【ヒアリング】

ヒアリングの目的

問題の確認

課題の確認

解決策・対策
の可能性

担当部署

市民・団体

企業等

他自治体特に市外等へヒアリング等に
赴く場合、必ず議会事務局を
通して議長名で依頼する

議員個人には
「調査権」が無い為



具体的な取り組み方【原稿・再質問】

前文（質問の背
景）：この様な
質問を何故行う
のか、問題の
全国的な傾向
など関連する事
項を述べる（無
くても良い）

質問は箇条書
きにするとまと
めやすい

→この部分を
要約して通告
書とすると分か
りやすい

再質問は、ある程度書き
出しておいた方が良いが

答弁によって柔軟に対応
できるようにする（再質問
しない項目や答弁によっ
ては新たな質問も発生
→論点整理シートの

「最低ライン」だけは必ず
質問するように



具体的な取り組み方【通告書】

１項目につき１枚の使用（原稿をそのまま書いて複数枚
となるケースがあるが、好ましいものではない）

→文章力の無さを露呈している

原稿における「前文」を要約して記載しても良いが、
１枚に納める為には無い方が良い場合が多い

原稿における「質問」を要約して記載する。
出来るだけ簡略化し、かつ分かりやすい文言とする。

箇条書きで良い。敬語は不要。

再質問で新たな質問は出来ない事になっている為、
最初の質問に全て入れておく。

議
員
個
人
の
文
章
力
が
試
さ
れ
る



まとめ

問題と課題の違いをしっかり認識

一般質問の意味を考えて問題を発掘する

「論点整理シート」がしっかり作成できるかどうか
作成できない様なら質問しない

市民の声から問題を掘り下げる

基本中の基本（ここでつまづく
と方向が異なってしまう恐れ）



ありがとうございました
ＹＡＳＵＳＨＩ.MIYAKE@KITAKAMI_MAHOROBA_CLUB.JP
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